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た
と
ひ
位
・
高
貴
を
極
め
、
富
・
天
下
を
墜
す
る
も
、
若
し
人
に
し
て
正
信
正
解
在
く
、
安
心
立
命
無
く
ん
ば
仇
に
基
無
き
も
の
で
あ

る
。
予
は
宿
一
雨
深
厚
に
し
て
熱
烈
た
る
法
華
日
蓮
の
家
庭
に
人
と
な
り
、
二
十
歳
出
家
得
度
し
、
宗
門
の
謬
林
へ
墜
び
、
品
川
二
歳
母
校
の

日
蓮
宗
大
串
中
等
部
教
授
に
就
任
せ
し
よ
り
以
来
、
自
他
の
安
心
立
命
の
震
に
信
心
と
行
皐
を
修
し
、
教
育
著
述
謁
文
及
布
教
に
も
従
事

し
た
の
で
あ
る
。
予
の
安
心
立
命
は
予
の
信
解
行
詮
、
自
行
化
他
の
進
歩
に
つ
れ
て
向
上
哲
民
し
て
来
た
。
畏
れ
な
が
ら
樺
曾
は
八
十
で

浬
繋
せ
さ
せ
た
ま
ひ
、
紳
武
天
皇
は
百
三
十
七
で
崩
御
遊
ば
さ
せ
た
ま
ひ
た
が
、
明
治
天
皇
‘
日
蓮
聖
人
は
六
十
一
歳
で
沿
占
な
く
な
り
遊

ば
さ
れ
た
。
私
は
本
年
六
十
三
‘
老
て
各
々
盛
な
り
と
評
す
る
も
の
あ
る
も
飴
命
長
く
は
あ
る
ま
い
。
よ
っ
て
現
在
に
於
け
る
私
の
信
解

と
安
心
決
着
の
諸
点
を
述
べ
て
‘
私
の
生
命
の
立
脚
地
を
詑
す
る
と
と
に
し
た
。

一

、

教

皐

観

に

於

け

る

安

心

法
問
外
無
景
一
な
り
と
雄
も
一
心
と
寓
法
と
の
封
立
花
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
一
心
寓
法
を
解
説
し
て
物
心
二
面
に
於
け
る
人
間
同
家
の
文
化

を
開
殻
し
向
上
せ
し
む
る
も
の
は
敬
法
皐
問
で
あ
る
。
所
修
の
壊
に
つ
い
て
敬
と
い
ひ
、
能
修
の
人
に
つ
い
て
墜
と
い
ふ
、
叉
は
能
化
に
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約
し
て
教
と
い
ひ
、
所
化
に
つ
い
て
皐
と
い
ふ
‘
教
と
壊
と
は
た
だ
能
所
の
相
呉
の
み
で
あ
る
。

世
界
に
於
け
る
敬
皐
は
無
数
あ
る

が
之
れ
を
大
別
す
れ
ば
同
種
と
・
な
る
、
科
歯
学
の
敬
、
背
撃
の
敬
、
遺
徳
の
敬
、
宗
教
の
敬
で
あ
る
。
科
皐
は
専
ら
自
然
現
象
、
現
賓
の
事

理
を
研
究
し
て
吐
舎
人
類
に
多
大
の
使
谷
と
幸
一
晒
と
を
興
へ
、
所
調
近
代
文
化
の
花
と
し
て
必
修
の
事
問
で
あ
る
が
、
未
だ
宇
宙
の
本
休

心
霊
の
本
質
を
究
明
せ
や
、
ま
た
若
し
之
を
悪
用
せ
ば
岡
家
人
類
の
文
化
を
破
壊
す
る
と
と
さ
え
あ
る
。

村
思
T

．
い
ま
折
H

壊
と
は
専

ら
西
洋
の
背
壊
を
指
す
の
で
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
l
、
ア
リ
ス
ト
l
ト
ル
等
の
古
代
軒
目
撃
よ
り
、
カ
シ
ト
、

へ
l

p
ル
、
ス
ピ
ノ
ザ
l

等
の
近
世
背
壌
に
至
る
ま
で
、
科
事
以
上
に
宇
宙
の
本
休
‘
間
家
人
類
の
本
質
を
説
明
す
る
高
尚
な
串
間
で
あ
る
が
、
未
だ
共
の
極
設
を

顕
し
て
ゐ
た
い
の
み
た
ら
十
‘
共
の
設
く
所
高
級
に
し
て
一
般
人
類
を
指
導
す
る
上
に
於
て
欠
け
て
ゐ
る
。

道
徳
叉
は
倫
理
の
最
勝

た
る
も
の
は
支
那
の
孔
子
敬
ハ
儒
教
）

で
あ
る
。
儒
敬
は
易
経
の
如
き
哲
撃
の
方
面
も
あ
り
、
四
書
五
経
の
中
に
は
宗
教
的
要
素
も
あ
る

が
五
倫
瓦
常
人
遣
を
設
く
の
が
本
領
で
あ
る
。
併
し
共
設
く
所
が
現
在
に
止
っ
て
過
去
を
設
か
や
未
来
を
設
か
歩
‘
人
間
界
の
み
を
明
し

て
天
の
内
容
も
紳
の
本
質
も
詳
読
し
・
な
い
か
ら
、
其
の
闇
申
設
は
徹
底
し
た
い
の
で
る
る
。

宗
敬
と
は
宗
の
敬
で
あ
る
‘
宗
と
は
宗
旨
・
宗
要
・
宗
極
・
大
宗
等
と
熟
語
し
、
園
家
人
類
に
取
っ
て
無
く
て
は
な
ら
ね
肝
心
肝
要
の

教
関
申
を
宗
教
と
い
ふ
の
で
、
（
宗
乗
で
い
ふ
宗
旨
に
劃
す
る
宗
教
で
は
な
い
〉

科
事
哲
曲
申
道
徳
以
上
の
慎
値
と
穣
戚
を
有
す
る
も
の
で
る
る
が

世
人
が
一
般
に
宗
敬
と
稿
す
る
内
に
は
野
盤
、
牟
聞
の
も
の
あ
り
、
迷
信
搾
嗣
邪
敬
と
名
く
べ
き
も
の
さ
へ
あ
る
。
文
明
的
宗
教
と
稽
せ

ら
る
a
A

も
の
は
禍
太
敬
、
基
督
敬
‘
回
敬
、
婆
羅
門
教
、
印
度
敬
‘
俳
敬
、
酬
明
鴫
敬
、
道
敬
、
紳
遣
の
九
（
若
し
儒
殺
を
宗
教
と
せ
ば
十
）
で

あ
る
が
、
中
に
も
備
敬
、
基
督
敬
、
回
敬
は
世
界
の
三
大
宗
教
で
あ
る
。
併
し
現
在
我
闘
で
は
紳
遣
を
加
へ
岡
敬
を
除
き
・
榊
僻
基
三
救

が
日
本
の
三
大
山
一
不
敬
で
あ
る
。

基
督
敬
は
紳
の
漏
り
子
と
稀
せ
ら
る
a
A

耶
蘇
基
替
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
る
宗
敬
で
、
榊
と
子
と
精
謹
を
以
て
三
位
一
体
と
し
‘
紳
に
封



す
る
信
と
．
人
に
封
す
る
愛
と
、
天
国
に
封
す
る
望
と
を
三
大
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
高
閣
の
人
類
を
救
は
ん
と
す
る
大
宗
殺
で
あ
る
が
、

共
の
聖
書
に
設
か
れ
た
る
紳
の
観
念
が
不
透
明
で
あ
り
、
一
脚
天
地
官
同
物
語
化
説
も
亦
不
道
理
で
あ
り
、
人
間
原
罪
読
も
亦
奇
怯
の
設
で
あ

り
、
道
徳
論
も
不
完
全
で
る
り
、
特
に
共
の
偏
狭
な
る
車
一
一
紳
硯
は
日
本
の
閤
慌
に
も
衝
突
す
る
、
ま
た
脊
率
的
方
面
も
貧
弱
で
あ
る
、

西
洋
で
は
最
勝
の
宗
救
な
ら
ん
も
到
底
東
洋
の
悌
敢
に
比
す
れ
ば
宗
救
・
哲
事
・
道
徳
の
三
方
面
と
も
・
劣
っ
て
ゐ
る
。

日
本
の
神
遣
は
皇
岨
天
照
大
紳
を
根
本
隼
と
し
、
共
の
皇
孫
に
賜
ふ
川
の
三
種
の
帥
器
を
至
賓
と
し
・
共
の
蔦
世
一
系
天
壌
無
窮
の
紳

勅
と
、
紳
武
天
皇
の
養
正
・
重
一
陣
・
積
慶
の
三
救
を
聖
救
と
し
・
古
事
記
・
日
本
書
記
を
歴
史
的
経
典
と
し
、
所
謂
市
内
閣
無
比
の
闘
悼
を

明
微
に
し
大
日
本
精
紳
の
淵
源
を
敬
一
不
す
る
も
の
な
れ
ば
、
有
く
も
生
を
我
固
に
受
く
る
も
の
は
神
道
を
信
仰
し
研
究
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

併
し
な
が
ら
悌
救
の
如
き
経
典
た
く
、
宗
殺
。
哲
曲
申
・
道
徳
が
伸
救
の
如
く
深
遠
買
大
に
詑
か
れ
て
な
い
か
ら
、
世
界
的
宗
敬
と
し
て
は

安
営
じ
な
い
点
が
あ
る
。
然
る
に
明
治
以
後
の
我
闘
の
政
治
者
等
は
神
道
を
患
に
宗
教
と
見
守
、
紳
道
を
二
分
し
て
紳
枇
神
道
と
宗
祇
帥

活
（
十
三
波
〉
と
に
別
ち
‘
一
柳
枇
紳
道
は
宗
救
に
非
守
、
宗
救
を
超
越
し
て
ゐ
る
も
の
と
し
て
ゐ
る
が
、
吾
輩
は
一
仰
枇
榊
道
も
亦
一
居
等
き

意
味
に
於
て
日
本
同
有
の
宗
救
で
あ
る
と
認
め
て
ゐ
る
。
と
の
点
は
予
と
同
郷
の
先
輩
故
川
合
清
丸
氏
の
日
本
岡
敬
大
清
一
世
（
神
儒
仰
コ
一
選

組
立
）

の
主
張
と
粗
一
致
し
て
ゐ
る
。
何
と
な
れ
ば
宗
敬
と
は
紳
と
人
と
の
交
渉
叉
は
仰
と
人
と
の
結
合
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

吾
等
が
伊
勢
大
廟
等
大
小
の
紳
枇
に
参
拝
し
て
H
K
敬
躍
を
行
ふ
営
問
、
少
く
と
も
大
日
本
的
敬
紳
の
宗
救
心
は
油
然
と
し
て
湧
き
、
大
和

橿
原
一
脚
祉
の
批
踊
に
脆
づ
く
と
き
国
民
的
忠
世
れ
愛
閣
の
信
仰
が
明
瞭
に
起
る
か
ら
で
あ
る
。

併
殺
は
印
度
の
大
聖
路
掌
に
依
っ
て
創
立
さ
れ
‘
支
那
朝
鮮
を
総
て
日
本
に
侍
来
し
、
日
本
に
於
て
共
の
精
髄
が
護
揮
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
経
容
は
五
千
（
草
間
諜
）
七
千
（
新
諜
）
飴
巻
る
り
、
救
法
は
華
厳
・
阿
合
・
方
等
。
般
若
＠
法
華
・
浬
繋
の
五
時
、
蔵
・
通
・
別
・

国
・
化
法
の
問
敬
、
頓
－
漸
・
秘
出
向
＠
不
定
・
化
出
の
四
敬
、
大
小
・
偏
固
・
擁
賞
、
所
詞
八
高
四
千
無
量
の
法
門
が
あ
る
が
、
悌
陀
出
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世
の
本
懐
・
衆
生
成
品
開
の
直
道
は
純
国
一
賓
の
真
理
を
設
け
る
法
華
経
一
部
八
巻
廿
八
品
（
漢
諜
に
依
る
V

で
b
る
。
何
と
な
れ
ば
伸
敬
と

は
併
と
人
と
の
交
渉
．
人
と
僻
と
の
結
合
が
悌
敬
で
あ
る
。
然
る
に
阿
含
鹿
苑
の
三
蔵
小
乗
は
一
疋
ふ
ま
で
も
な
く
、
四
敬
誼
設
の
方
等

（
回
開
土
民
言
三
部
経
毎
）
部
の
諸
経
も
‘
般
若
華
最
の
大
乗
も
向
人
が
昆
貰
に
成
悌
せ
守
、
帥
の
宜
体
が
光
山
制
さ
れ
て
た
い
か
ら
で
あ
る
。
所

謂
所
化
の
敬
径
（
二
乗
成
仰
）
金
か
ら
や
、
能
化
の
賞
事
ハ
久
遠
賃
成
）
が
顕
現
し
・
泣
い
か
ら
で
あ
る
。

然
る
に
法
華
経
を
二
大
分
せ
ば
前
牛
を
漣
門
、
後
今
を
・
本
門
と
稀
す
．
述
門
の
中
心
は
方
便
品
、
本
門
の
中
心
は
如
来
書
量
日
間
で
あ
る

方
便
品
に
て
諸
法
の
賓
相
が
明
さ
れ
て
所
化
が
成
伸
し
‘
寄
量
品
に
て
久
遠
質
成
が
顕
は
れ
て
能
化
の
備
の
露
両
目
が
現
は
れ
た
。
そ
し

て
法
華
経
は
一
往
は
在
世
の
矯
め
在
る
も
再
往
は
滅
後
、
中
に
も
末
代
我
等
の
震
に
設
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
減
後
末
代
の
化
導

は
弟
子
の
菩
薩
に
委
任
し
て
浬
探
せ
ら
る
L
の
で
、
末
代
の
化
導
は
本
怖
の
高
弟
本
化
上
行
等
の
菩
薩
に
付
蝿
せ
ら
る
L
の
で
あ
る
。
と

の
付
帰
の
事
は
法
師
賓
塔
に
事
起
り
‘
涌
出
書
量
に
事
顕
は
れ
、
紳
力
嘱
泉
に
事
寛
る
の
で
之
を
起
顕
寛
十
三
口
聞
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
‘

尤
も
肝
要
た
る
は
控
門
よ
り
本
円
で
あ
り
．
中
に
も
涌
出
品
か
ら
蝿
異
口
問
ま
で
本
化
在
座
の
八
品
が
大
事
で
あ
る
。
更
に
涌
出
口
聞
は
本
悌

と
本
化
と
の
闘
係
と
本
化
の
人
格
が
明
さ
れ
て
る
る
の
で
肝
要
で
あ
り
‘
分
別
功
徳
品
は
如
来
書
量
口
聞
の
本
伸
に
封
ず
る
信
解
と
妙
法
蓮

華
艇
を
修
行
す
る
方
法
と
共
の
階
段
と
人
絡
と
が
明
さ
れ
て
あ
る
の
で
肝
要
で
あ
り
、
法
師
功
徳
品
は
法
華
経
の
行
者
の
偉
大
な
る
功
徳

が
明
さ
れ
、
世
法
即
働
法
の
妙
法
が
設
か
れ
て
る
る
の
で
肝
要
で
あ
り
・
不
軽
品
は
末
代
の
行
者
の
献
身
的
折
伏
逝
化
の
模
範
が
示
さ
れ

で
あ
る
の
で
肝
要
で
あ
り
、
紳
カ
品
は
本
伸
樺
隼
の
妙
法
蓮
華
経
が
本
化
上
行
の
手
に
渡
る
一
大
敬
相
が
明
さ
れ
て
あ
る
の
で
肝
要
で
あ

り
、
特
に
如
来
書
量
品
の
一
品
は
以
上
の
法
門
を
組
括
す
る
最
高
の
本
悌
の
無
限
の
智
慧
と
無
限
の
慈
悲
と
を
内
容
と
せ
る
無
限
の
生
命

の
貰
相
が
光
顕
さ
れ
て
あ
る
の
で
肝
要
中
の
肝
要
で
あ
る
。
妙
法
蓮
華
経
の
題
目
は
廿
八
品
に
冠
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
妙
法
蓮
華
経
の
詑

明
が
徹
底
し
た
の
は
如
来
書
量
品
で
あ
る
か
ら
本
門
書
量
口
聞
の
肝
心
妙
法
蓮
華
経
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
と
の
妙
法
は
我
等
衆
生
の
纏
て
が



絶
針
に
蹄
命
し
師
依
し
渇
仰
せ
ね
ば
な
ら
ね
も
の
た
る
が
放
に
南
無
の
二
字
を
冠
し
、
セ
字
の
題
目
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

書
量
品
の
肝
心
、
本
門
の
肝
心
、

法
華
一
部
の
肝
心
、

一
切
経
の
肝
心
な
る
妙
法
蓮
華
経
と
は
何
ぞ
．
ム
口
営
二
家
の
論
者
に
述
べ
ら
れ

た
る
例
は
多
方
面
で
あ
る
が
‘
名
体
宗
刷
救
の
五
草
玄
義
と
．
敬
理
行
巣
の
四
一
に
約
し
て
控
べ
る
の
が
要
偵
を
得
る
。
妙
法
蓮
華
経
は

若
し
名
に
約
せ
ば
法
雲
H

疋
口
広
最
勝
の
形
式
で
あ
る
、
若
し
体
に
約
せ
ば
法
華
乃
至
一
切
経
の
本
体
、

一
大
法
凶
作
の
組
体
で
あ
る
、
若
し
宗

に
約
せ
ば
最
勝
の
宗
旨
で
あ
り
、

一
乗
の
因
果
で
あ
る
、
若
し
川
に
約
せ
ば
逆
縁
下
種
の
密
徒
、
順
縁
熟
院
の
妙
別
で
あ
る
、
若
し
敢
に

約
せ
ば
無
上
最
勝
の
大
致
、
末
代
救
済
の
憲
散
で
あ
る
。
又
若
し
救
法
に
約
せ
ば
世
界
に
於
け
る
一
切
救
撃
の
頂
上
で
あ
る
、
若
し
理
法

に
約
せ
ば
十
方
三
世
を
一
貫
す
る
普
遍
安
営
の
絶
封
真
理
で
あ
る
、
若
し
行
法
に
約
せ
ば
諸
善
高
行
を
組
括
せ
る
一
法
で
あ
る
、
若
し
果

に
約
せ
ば
本
伸
謹
俳
・
紳
明
聖
頂
の
本
体
又
は
悟
り
、
心
で
あ
る
o

之
を
要
す
る
に
思
想
の
華
、
文
化
の
棋
で
あ
る
諸
の
敬
事
中
に
は
伸
救
、
俳
敬
中
に
は
法
華
経
、
法
華
経
中
に
は
八
品
、
八
品
中
に
は

書
量
口
川
と
分
別
口
聞
と
紳
力
品
、
中
に
も
書
量
口
問
、
而
し
て
書
量
品
乃
至
一
切
救
撃
の
心
髄
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
題
目
な
り
と
信
解
す
る

は
予
輩
の
救
壊
に
於
け
る
信
解
と
安
心
立
命
で
あ
る
。

但
し
以
上
は
従
湾
、
五
深
、
拾
劣
得
勝
の
法
門
談
活
で
あ
っ
て
、
若
L
一
度
法
華
経
本
門
書
量
口
問
の
妙
法
蓮
華
経
が
光
出
願
さ
れ
た
上
は

之
に
順
催
す
る
一
一
切
の
法
門
準
設
は
、
梯
法
と
世
法
と
を
問
は
や
，
、
内
遣
と
外
道
と
を
論
ぜ
守
、
之
を
修
事
し
之
を
臆
用
し
て
多
K
M倫
k

使
十
べ
き
も
の
な
る
と
と
は
勿
論
で
あ
る
o

二

、

法

界

観

に

於

け

る

安

心

思
想
・
併
設
・
貧
験
等
を
以
て
宇
宙
法
界
市
内
有
を
観
察
す
る
に
賀
に
無
量
無
謹
に
し
て
共
の
本
体
現
象
の
全
部
を
正
確
に
認
識
す
る
と

予
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と
は
五
口
等
凡
夫
に
は
到
底
不
可
能
に
属
す
る
が
、
之
を
総
括
す
る
と
既
辿
の
如
く
一
心
と
高
法
と
の
封
立
に
過
ぎ
な
い
。
而
し
て
一
心
は

主
税
の
妙
法
に
し
て
高
法
は
客
観
の
妙
法
で
あ
る
つ
そ
し
て
若
し
之
を
縦
に
時
間
的
に
大
別
す
る
と
過
去
の
法
・
現
夜
の
法
・
未
米
の
法

の
三
極
と
な
り
、
更
に
過
去
現
在
未
来
に
各
三
世
の
法
あ
り
て
九
世
の
法
と
な
り
、
若
し
三
世
九
世
を
一
括
す
る
制
法
を
立
て
ば
十
世
の

法
と
な
る
の
で
あ
る
。
若
ま
た
之
を
杭
に
昼
間
的
に
大
別
す
る
と
地
獄
・
餓
鬼
・
世
間
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
上
土
防
聞
・
総
畳
・
菩
薩
・

仙
陀
の
十
回
介
と
な
る
o
最
悪
の
世
界
は
地
獄
凶
作
‘
食
欲
の
世
界
は
餓
鬼
凶
作
、
思
痴
の
世
界
は
高
生
界
、
闘
争
の
世
凡
は
修
雑
界
‘
平
和
の

世
界
は
人
間
界
、
快
嘆
の
世
界
は
天
上
界
、
聖
者
の
聾
を
聞
い
て
無
常
を
感
や
る
世
界
は
韓
関
界
、
向
然
現
象
を
悶
じ
て
無
常
を
感
や
る

世
凶
作
は
縁
由
党
回
介
、
献
身
利
他
の
世
界
は
菩
薩
回
介
、
自
先
覚
他
倒
議
口
の
世
川
外
は
帥
陀
間
外
で
あ
る
。
以
上
は
大
法
国
外
に
遍
布
す
る
別
在
の
十
界

で
②
る
が
、
更
に
五
共
の
十
国
外
と
己
心
の
十
日
外
が
あ
る
。

五
共
の
十
回
介
と
は
地
獄
界
所
共
の
十
回
介
、
俳
界
所
兵
の
十
回
仲
で
あ
る
、
共

の
中
人
文
史
上
に
現
は
れ
、
五
日
人
が
直
接
見
聞
し
得
る
も
の
は
人
間
界
に
於
げ
る
十
界
で
あ
る
、
即
ち
鯉
傘
は
悌
界
‘
天
親
龍
樹
天
台
日

蓮
等
は
菩
薩
周
作
、
迦
葉
等
は
縁
畳
、
舎
利
弗
日
連
阿
難
等
は
聾
問
、
諸
天
小
説
日
紳
等
は
天
上
界
、
忠
臣
孝
子
志
士
仁
人
等
は
人
間
界
、
蒋
介

石
等
の
魔
軍
は
修
羅
問
介
、
愚
痴
蒙
昧
の
野
賢
人
等
は
高
生
界
、
乞
食
非
人
賎
民
等
は
餓
鬼
界
、
極
悪
の
罪
人
死
刑
問
等
は
地
獄
界
、
更
に

大
正
十
二
年
九
月
一
日
、
二
日
闘
東
の
大
震
火
災
の
際
に
は
明
瞭
に
地
獄
兆
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
己
心
の
十
周
知
と
は
五
口
等
が
心

に
内
在
せ
る
十
界
で
、
晴
る
心
は
地
は
、
食
る
心
は
餓
鬼
、
恐
か
な
心
は
高
生
．
争
ふ
心
は
修
議
、
平
和
恋
心
は
人
問
、
禦
む
心
は
天
上

’
純
一
常
を
感
・
ヂ
る
心
は
縁
莞
韓
問
、
利
他
の
心
は
菩
薩
‘
白
血
品
質
他
・
大
慈
悲
心
・
大
智
慧
心
は
伸
陀
で
あ
る
。

さ
て
十
回
外
に
各
々
十
兆
を
共
し
て
百
兆
の
世
界
が
展
開
し
‘
百
間
外
に
更
に
各
K

十
如
是
ハ
相
・
性
・
賠
・
ヵ
・
作
・
因
・
縁
・
果
・
報
・

本
末
究
立
等
）
を
H
A

（
し
て
千
の
世
界
が
成
立
し
、
千
世
出
外
に
更
に
三
種
世
間
と
て
五
陰
世
間
（
色
受
想
行
識
〉
と
衆
生
世
間
（
動
物
界
）
と

岡
土
世
間
（
植
物
界
と
鎖
物
田
仲
）
と
を
共
す
る
が
放
に
認
に
三
千
の
世
界
が
作
在
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
れ
を
十
界
三
千
の
諸
法
と
も
い
ふ
。



而
し
て
と
の
十
界
三
千
の
諸
法
は
五
日
等
の
一
念
に
共
有
す
る
の
で
あ
る
、
こ
れ
を
一
念
三
千
と
い
ふ
。

そ
し
て
と
の
十
界
三
千
の

諸
法
は
一
も
同
定
的
の
も
の
は
な
い
、

一
念
の
持
ち
方
に
よ
り
、
善
因
善
岡
市
悪
因
悪
果
、
悶
果
必
然
。
法
則
に
よ
っ
て
無
始
無
格
に
鑓
化

差
別
窮
ま
り
な
い
か
ら
で
あ
る
。
叉
十
界
三
千
の
諸
法
は
現
象
と
し
て
は
鑓
化
無
常
窮
ま
り
な
い
が
共
本
休
は
常
性
不
鑓
に
し
て
平
等
で

あ
る
。
と
れ
を
常
同
常
別
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
常
何
の
方
面
を
宰
と
い
ひ
、
常
別
の
方
両
を
般
と
い
ひ
、
常
別
に
即
し
て
常
同
、
常
同
に

即
し
て
常
別
な
る
方
闘
を
中
と
い
ふ
。
市
し
て
宰
も
絶
封
、
仮
も
絶
対
、
中
も
絶
封
、
之
を
岡
融
三
諦
と
い
ひ
、
そ
の
観
念
友
一
心
三
視

と
い
ふ
の
で
あ
る
。

如
此
十
界
三
千
の
昼
間
の
諸
法
は
東
西
南
北
問
維
上
下
十
方
に
於
て
無
長
無
漫
に
し
て
共
の
究
極
は
到
底
E
H
人
の
認
識
を
以
て
知
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。
時
間
の
無
始
無
経
は
誰
人
も
肯
定
す
る
所
な
る
も
‘
共
の
無
始
の
時
間
．
無
絡
の
時
聞
は
亦
凡
慮
の
及
ば
ざ
る
所

で
あ
る
。

而
し
て
如
此
無
限
際
の
時
間
、
無
謹
際
の
宰
問
、
即
ち
三
世
十
方
の
一
大
法
界
の
中
心
に
肢
在
し
て
無
限
の
智
慧
と
無
限
の
慈
悲
と
無

限
の
生
命
と
を
以
て
常
住
不
断
に
糟
じ
で
は
一
大
法
界
、
別
し
て
は
近
く
世
界
人
類
を
平
等
に
車
み
支
配
し
敬
へ
た
ま
へ
る
主
師
親
三
徳

兵
備
の
最
高
統
括
曾
即
ち
法
界
濁
一
無
比
借
時
点
の
大
木
曾
は
、
賀
大
乗
法
草
木
門
需
品
一
口
叩
所
顕
の
一
大
本
帥
な
り
と
信
解
す
る
は
、
予
輩

の
法
界
観
に
於
け
る
安
心
立
命
で
あ
る
。

別
花
の
十
回
作
に
つ
い
て
詳
－
誌
を
製
す
る
が
、
そ
れ
は
河
合
目
反
附
の
「
立
正
安
閑
論
賛
鎚
」
山
手
の
如
く
で
あ
る
、
ん
，
は
之
を
略
す
る
。
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一

、

人

間

観

に

於

け

る

安

心

十
界
中
、
人
間
界
は
上
か
ら
は
六
番
目
、
下
か
ら
は
五
番
目
で
る
る
が
、
ざ
っ
と
宇
宙
法
界
の
中
程
に
位
し
て
ゐ
る
。
西
洋
の
製
設
で

も
悌
救
の
皐
設
で
も
天
上
界
の
太
陽
が
既
に
無
敢
に
官
在
す
る
か
ら
‘
そ
の
周
聞
に
在
る
人
間
世
界
ハ
洋
製
で
は
地
球
と
い
ふ
）
も
亦
無
敢
に

存
夜
す
る
の
で
、
之
を
或
は
三
千
大
千
世
界
と
い
ひ
、
或
は
無
量
世
界
と
稀
す
る
。
而
し
て
現
在
吾
等
が
棲
息
し
て
ゐ
る
世
界
は
共
の
一

部
分
で
、
併
殺
で
は
南
閤
浮
提
と
い
ひ
、
世
間
で
は
地
球
、
東
洋
同
洋
、
五
大
洲
等
と
稿
し
て
ゐ
る
。
勿
論
人
間
界
と
い
ふ
も
非
情
の
植

物
鎖
物
あ
り
、
有
情
の
動
物
（
高
生
〉
も
居
る
が
、
共
の
主
体
は
寓
物
の
霊
長
と
一
五
は
る
L
人
間
で
あ
る
か
ら
人
間
界
と
名
く
る
の
で
あ

る。
一
念
三
千
の
原
則
で
、
人
聞
の
本
性
に
は
先
天
的
主
観
的
に
聖
凡
迷
悟
善
悪
邪
正
の
性
を
具
し
て
ゐ
る
か
ら
．
客
観
的
後
天
的
に
も
袈

者
凡
夫
善
人
悪
人
悟
者
迷
者
無
量
の
人
間
が
存
在
し
て
ゐ
る
が
、
之
を
大
別
す
る
と
十
国
外
に
分
類
す
る
と
と
が
出
来
る
と
と
は
既
速
の
如

く
で
あ
る
。
此
の
人
界
の
十
界
に
つ
い
て
は
辰
師
の
『
立
正
安
閑
論
賓
鑑
』
が
一
呑
詳
し
い
や
ろ
で
あ
る
が
、
今
は
『
費
鑑
』
に
も
引
用

せ
る
元
政
上
人
の
草
山
集
第
十
八
容
に
記
す
る
人
聞
の
十
界
の
詩
を
出
す
に
止
め
る
。

ホ

シ

イ

マ

、

少

さ

、

五
選
及
ヒ
十
悪
縦
ヲ
心
ヲ
段
d

大

乗

寸

縮

テ

無

山

働

法

借

サ

荷
げ
テ
恩
ヲ
不
レ
思
レ
報

5
1
7

〈
地
獄
旧
作
）

不
信
一
一
メ
不
レ
孝
日
親
＝

貧
け
他
ヲ
集
メ
テ
師
山
我

邪
見
謡
曲
ノ
心

曾
テ
無
山
知

（
餓
鬼
界
）

痴
験
a
y

不
レ
知
げ
耽
ァ

念
念
耽
計
五
欲

利
げ
己
レ
7

絶叫悌昨日
J
他ヲ

貧
け
多
ヲ
無
訪
日
肌
足
ゴ
ー

（
高
生
界
〉

念
念
雄
日
修
日
ト
善
ヲ

猪
疑
毎
a
満
山
胸

見

τ賢
ヲ
亦
タ
不
し
悦

高
山
己
レ
ヲ
欲
山
人
ノ
従
咋
1

ヲ

（
修
羅
界
）

至
誠
勤
計
五
常
↓

深
信
崇
さ
一
由
民

未

z
t世
襲
ノ
心
↓

輪
ニ
特
ぇ
八
苦
ノ
道

（
人
間
国
外
）



習
げ
蹄
ヲ
修
計
十
善
イ

寵
円
戒
思
包
無
凶
邪
マ
主口
略夕日
つ会主.，，， ノ、
F寸・3カ タ

不局
ーレ＝
ζ 希
JfH1 ＝：：ヲ
了~；ガ

詳~
ョ， f霊兎

未
げ
離
日
三
有
ノ
家
↓

え
卒
。
願
ラ
ャ
師
子
肌
↓

（
天
上
回
作
〉

四
諦
十
六
観

修
シ
得
テ
入
品
僻

（
聾
聞
界
）

因
縁
旋
火
輪

飛
落
夢
中
ノ
身

難
レ
得
ロ
ト
自
然
慧
↓

不
＝
曾
テ
慕
ア
化
T
J
人ヲ

ハ
縁
畳
界
）

寓
境
是
レ
中
道

一
心
淡
河
町
畦
ザ

深
グ
知
て
諸
法
ノ
妙
イ

更

入
＝予

重』，＿.

・＂＇門

タ

立？捨
ヨレレ

地ロ ~ 

得考
主亦
提レ，．
4 ヲ悔

（
菩
薩
間
外
）

我
ガ
心
内
田
疋
レ
衆
生

我
ガ
家
n

日
疋
レ
法
界

各
国
作
に
於
け
る
人
物
の
貰
例
は
前
の
法
界
観
の
下
に
略
邸
弔
す
る
如
く
で
あ
る
が
、
此
中
働
界
菩
薩
界
乃
互
主
口
等
の
模
範
と
す
る
聖
賢
は

我
闘
で
は
政
治
方
面
？
天
照
大
紳
、
一
肺
武
天
皇
、
神
功
皇
后
、
鹿
紳
天
皇
．
桓
武
天
皇
、
聖
武
天
皇
、
後
醍
醐
天
皇
、
聖
徳
太
子
、
藤
原

鎌
足
、
菅
原
道
官
、
和
気
清
麿
等
。
宗
敬
方
面
で
偉
救
大
師
、
日
蓮
聖
人
．
日
像
上
人
、
日
親
上
入
、
日
朝
上
人
等
。
軍
部
に
て
は
楠
正

成
、
加
藤
清
正
、
東
郷
平
八
郎
等
で
あ
り
。
外
闘
に
て
は
印
度
の
樟
等
、
阿
間
世
玉
、
天
親
龍
樹
、
阿
育
王
等
、
支
那
の
莞
舜
、
文
武
、

周
公
、
孔
子
、
孟
子
、
諸
葛
孔
明
、
文
天
群
‘
天
台
妙
業
等
、
治
太
の
基
替
、
希
臨
の
ソ
ク
一
フ
チ
ス
、
調
逸
の
ル
l
テ
ル
、
ヵ
ン
ト
、
米

同
の
ワ
シ
ン
ト
シ
等
で
あ
ら
ろ
。

然
る
に
平
凡
な
る
も
の
．
邪
悪
の
人
聞
に
も
本
来
伸
性
を
具
す
る
も
の
な
れ
ば
、
精
々
ム
レ
ヰ
u
知
識
に
遇
っ
て
伸
法
を
聴
き
、
信
心
と
事
問

ー
と
行
道
と
を
修
し
て
本
有
の
僻
性
を
開
殻
せ
ね
ば
な
ら
ね
。
時
迷
開
悟
離
苦
得
壊
は
死
後
よ
り
も
生
前
に
必
要
で
あ
る
。

一
念
悪
心
を
起

せ
ば
獄
卒
杖
を
振
ひ
、

一
念
善
心
を
生
ぜ
ば
諸
仰
蓮
台
を
傾
く
。
悪
因
は
必
や
苦
果
を
感
じ
悪
遣
に
晴
づ
‘
共
の
極
点
は
地
獄
で
あ
る
。

者
因
は
必
守
勢
・
果
を
招
安
－
善
道
に
昇
る
、
共
の
極
点
は
伸
界
で
あ
る
。
苦
旧
市
は
誰
人
も
好
ま
ざ
る
所
、
副
業
報
は
市
内
人
の
欣
求
す
る
所
で
あ

る
ο
心
あ
る
人
問
、
求
道
の
入
、
須
ら
く
E
法
に
よ
っ
て
五
信
に
入
り
・
更
に
正
智
正
徳
五
勇
を
獲
る
と
と
に
勇
猛
精
進
せ
ね
ば
な
ら
な

v、。
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凡
そ
人
生
営
面
の
目
的
は
種
k

様
々
で
あ
る
が
、
最
高
の
目
的
は
自
ら
も
紳
に
な
り
仰
に
な
り
、
他
を
し
て
も
紳
と
な
し
仰
と
な
さ
し

む
る
に
－
あ
る
c
向
上
の
志
あ
る
大
丈
夫
須
く
小
成
に
甘
ん
じ
て
は
な
ら
な
い
。

さ
て
話
は
前
に
踊
る
が
、
現
在
の
人
間
世
界
は
何
時
頃
成
立
し
、
現
在
如
何
に
経
化
し
・
還
に
将
来
は
如
何
に
た
る
か
と
い
ふ
に
、
先

づ
西
洋
の
皐
読
で
は
現
在
の
地
球
の
形
成
期
は
約
四
億
四
千
高
年
以
前
に
あ
り
て
無
生
物
時
代
で
あ
る
。
約
一
億
六
千
高
年
以
前
に
初
め

て

ι物
川
来
‘
約
二
千
高
年
以
前
に
初
め
て
人
類
出
生
す
、
云
？
と
設
ひ
て
ゐ
る
。

伸
教
で
は
物
の
鑓
化
を
生
性
異
減
、
人
間
の
鑓

化
を
生
老
病
死
、
世
界
の
鐙
化
を
成
住
壊
空
の
問
劫
で
説
明
す
る
。
成
は
成
立
時
代
、
住
は
相
績
時
代
、
壊
は
破
壊
時
代
、
宗
は
空
虚
時

代
で
あ
る
。
現
世
界
成
立
時
代
は
西
洋
の
謬
説
以
上
に
古
い
や
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
共
の
住
劫
時
代
に
更
に
進
化
時
代
と
退
化
時
代
と
が

あ
り
、
現
在
は
退
化
時
代
で
‘
般
ひ
物
質
文
化
は
進
歩
す
と
難
も
、
地
球
も
人
間
も
退
歩
の
過
程
に
あ
る
と
設
か
れ
て
ゐ
る
。
故
に
出
来

得
る
限
り
人
聞
の
文
化
を
護
展
さ
し
て
世
界
そ
の
も
の
L
退
化
を
減
少
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
委
し
く
は
菰
に
述
べ
が
た
い
。

尚
一
言
人
間
の
生
死
の
と
と
を
述
べ
る
と
、
凡
そ
寓
物
は
其
の
営
相
は
時
々
刻
k

に
鐙
化
し
無
常
な
る
も
共
木
休
は
常
住
に
し
て
不
鰐

で
あ
る
．
人
間
も
亦
然
り
で
あ
る
。
肉
障
も
心
霊
も
其
の
相
用
は
常
に
費
化
し
越
に
死
滅
の
期
あ
る
も
、
共
の
本
体
は
常
に
不
純
慣
に
し
て

生
死
を
超
絶
し
て
ゐ
る
。
し
か
も
無
形
の
心
霊
の
不
死
常
住
は
有
形
の
肉
障
の
如
く
た
ら
や
、
そ
れ
自
体
を
全
ふ
し
て
不
死
で
あ
る
、
肉

障
は
焼
け
ば
骨
と
な
り
友
と
な
り
．
埋
む
れ
ば
土
と
な
る
‘
心
霊
は
一
時
死
に
よ
り
て
肉
障
と
離
れ
、
そ
の
作
用
を
停
止
す
る
も
更
に
若

千
の
時
間
の
後
、
新
し
き
母
胎
に
宿
り
て
十
ヶ
月
の
後
再
び
人
間
と
た
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
生
前
に
於
て
寸
前
生
の
如
き
生
活
を

せ
る
も
の
は
必
然
的
に
牛
馬
犬
猫
の
胎
内
に
宿
り
、
普
通
人
聞
の
生
活
を
せ
る
も
の
は
再
び
人
聞
に
生
を
受
け
、
同
じ
く
人
間
に
生
を
受

く
る
も
の
L
－
中
に
も
、
信
心
あ
り
し
も
の
は
信
者
の
家
庭
に
、
不
信
心
の
も
の
は
無
宗
敬
の
家
庭
に
、
曲
学
問
を
好
め
る
も
の
は
智
者
と
生

れ
‘
殺
生
を
好
め
る
も
の
は
短
命
多
病
と
生
れ
、
慈
悲
心
あ
り
し
も
の
は
長
命
の
も
の
と
生
れ
、
眠
惑
の
人
は
醜
く
き
容
貌
を
受
け
、
賃



欲
の
も
の
は
貧
窮
者
と
生
れ
、
施
し
を
好
む
も
の
は
富
者
と
生
れ
、
人
を
敬
ふ
も
の
は
貴
人
と
生
れ
、
人
を
軽
ん
や
る
も
の
は
下
賎
の
も

の
と
生
れ
、
心
の
弱
き
も
の
は
多
く
女
人
と
生
れ
、
心
の
強
き
も
の
は
多
分
男
子
に
生
れ
‘
人
を
殺
害
せ
し
も
の
は
人
に
殺
害
さ
る
L
果

報
あ
り
、
不
品
行
た
る
も
の
は
夫
婦
問
不
和
の
果
報
が
あ
る
等
で
あ
る
。
而
し
て
共
の
樽
生
の
期
間
は
一
七
日
・
二
七
日
・
乃
至
・
五
七

日
・
七
七
日
で
あ
る
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。
葬
式
は
勿
論
普
通
七
日
・
七
は
の
迫
善
供
養
は
専
ら
肉
瞳
よ
り
放
た
れ
た
る
亡
霊
を
善
導
し
向

上
さ
す
る
目
的
に
外
在
ら
な
い
。
そ
の
死
よ
り
生
に
至
る
聞
を
中
有
と
い
ふ
。
但
し
極
善
極
悪
の
も
の
に
は
中
有
が
な
い
、
極
悪
の
も
の

は
死
と
と
も
に
堕
獄
し
、
制
善
の
も
の
は
直
に
成
仰
す
る
か
ら
で
あ
る
と
設
か
れ
で
あ
る
。

故
に
一
口
に
迫
善
菩
提
の
法
事
と
云
ふ
も
七
七
四
十
九
日
中
陰
の
弔
ひ
が
一
番
肝
要
で
あ
る
。

一
周
忌
以
後
の
迫
普
は
多
分
迫
壊
の
た

め
謝
恩
の
た
め
の
意
味
が
強
い
と
と
に
な
る
。
但
し
誌
に
疑
問
が
あ
る
の
は
、
既
に
碍
生
せ
る
も
の
に
封
し
て
は
迫
善
の
必
要
が
・
な
い
で

は
た
い
か
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
五
口
等
は
凡
夫
で
時
生
未
開
生
が
不
明
な
れ
ば
、
兎
に
角
埠
善
菩
提
を
修
す
れ
ば
可
な
り
で
あ
る
。
そ
し

て
若
し
既
に
時
生
せ
る
も
の
に
封
す
る
回
向
菩
提
の
功
徳
は
一
一
押
し
て
共
の
再
生
の
人
の
塙
に
現
世
安
稔
の
祈
稽
に
た
り
、
共
の
功
徳
は

何
れ
に
し
て
も
効
果
は
あ
る
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
人
る
り
遠
方
に
遊
墜
せ
る
子
の
病
筑
療
養
費
と
し
て
余
若
干
を
送
金
す
、
若
し
病

hm未
だ
快
癒
せ
ざ
れ
ば
正
し
く
治
療
費
と
な
り
、
若
し
快
癒
後
友
れ
ば
皐
資
に
特
別
せ
ら
る
L
が
如
き
で
あ
ら
う
。
位
牌
墓
石
等
に
封
す

る
糊
念
亦
之
に
準
じ
て
知
る
べ
き
で
あ
る
。

但
し
以
上
は
凡
人
に
つ
い
て
云
ふ
、
帥
菩
薩
榊
明
等
に
封
す
る
法
要
回
向
は
‘
放
桝
善
導
の
意
味
で
な
く
、
報
思
惑
謝
、
迫
慕
温
懐
、

法
脈
相
槙
等
の
意
味
に
外
な
ら
・
な
い
。

又
更
に
現
在
の
世
凶
作
特
に
日
本
に
到
す
る
観
念
と
し
て
は
、
要
す
る
に
現
在
の
世
界
各
聞
は
概
し
て
物
質
的
文
化
は
進
歩
す
る
も
精
神

的
ん
一
不
敬
的
道
徳
的
文
化
は
退
歩
し
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
各
国
と
も
口
に
筆
に
正
義
人
道
を
唱
へ
ざ
る
に
非
ざ
る
も
宜
際
は
縦
横
に
機
謀
術
策

予

の

安
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立
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を
弄
し
て
所
詞
優
勝
劣
敗
弱
肉
強
食
、
地
獄
餓
鬼
高
生
修
維
の
思
想
で
生
活
行
動
を
得
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
‘
去
に
菅
に
ソ
聯
英
米
側

蒋
闘
民
政
府
の
み
で
は
あ
る
ま
い
。
現
在
の
世
界
の
情
勢
で
は
到
底
、
基
叔
H

敬
、
問
哉
、
神
道
の
榊
の
閣
も
伸
救
の
仰
の
図
（
浮
土
〉
も

永
久
に
資
現
せ
歩
、
民
の
平
和
は
東
洋
で
も
西
洋
で
も
世
界
に
於
て
も
断
じ
て
望
ま
れ
な
い
こ
と
は
誰
人
も
異
議
が
な
い
で
あ
ら
う
。
然

ら
ば
如
何
に
せ
ば
民
の
和
千
が
獲
ら
れ
る
か
と
い
ふ
と
．
と
れ
は
種
々
の
観
点
か
ら
論
ぜ
ら
る
L
が
、
手
取
り
早
い
所
で
は
世
界
の
総
て

を
正
し
く
敬
へ
正
し
く
指
導
し
疋
し
く
支
配
し
正
し
く
成
敗
し
得
る
絶
大
な
る
智
慧
の
力
と
慈
悲
の
力
と
経
済
の
力
と
軍
隊
の
力
と
を
右

す
る
岡
家
闘
王
が
勃
興
す
る
こ
と
を
第
一
保
件
と
す
る
で
る
ら
う
e
日
川
口
慧
の
力
と
は
思
想
事
問
の
力
、
慈
抵
の
力
と
は
宗
敬
道
徳
の
力
、

経
済
の
力
と
は
物
質
的
財
力
、
軍
除
の
力
と
は
武
力
で
る
る
。
日
蓮
聖
人
の
翻
心
木
隼
砂
に
「
此
問
主
口
薩
（
本
化
）
折
伏
ヲ
現
ズ
ル
時
ハ
賢

王
ト
ナ
リ
テ
恐
王
ヲ
誠
責
シ
、
躍
受
ヲ
行
ズ
ル
時
ハ
併
ト
成
リ
ラ
正
法
ヲ
弘
持
ス
」
と
あ
る
は
味
ふ
べ
き
御
文
で
あ
る
。

さ
て
此
の
正
し
き
意
義
に
於
け
る
世
界
統
一
の
天
業
を
全
国
し
成
就
す
ぺ
く
智
慧
・
慈
悲
・
経
情
・
武
力
の
間
大
力
に
於
て
完
備
せ
る

国
家
は
現
在
に
於
て
は
見
賞
ら
・
な
い
っ
唯
我
大
日
本
闘
が
比
較
的
に
此
等
の
力
を
備
へ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
中
に
も

天
皇
陛
下
を
直
接
に

大
元
帥
と
し
て
到
に
頂
け
る
臨
海
空
の
軍
隊
が
優
勝
で
あ
る
、
更
に
帝
国
一
致
、
謹
応
報
閣
の
大
和
魂
が
優
れ
て
ゐ
る
。
と
の
軍
人
精
神

日
本
思
想
の
優
勝
の
根
本
原
因
は
、
一
脚
遣
の
所
設
高
岡
無
比
の
岡
酷
精
一
肺
と
、
寓
敢
無
比
の
日
本
僻
敬
及
儒
款
の
感
化
に
よ
り
て
三
千
年

二
千
年
来
養
成
し
練
へ
上
げ
た
る
も
の
で
あ
ら
う
。
特
に
忠
世
相
愛
闘
の
精
一
脚
は
紳
道
及
儒
教
の
救
ふ
る
所
、
大
慈
折
伏
、
大
悲
罷
受
、
不

惜
身
命
七
生
報
闘
の
信
念
は
専
ら
大
乗
俳
救
の
敬
ふ
る
所
で
あ
る
。

ζ

の
観
念
を
直
接
我
園
の
官
民
に
敬
一
不
せ
ら
れ
た
る
聖
者
は
、
前
に

聖
徳
太
子
、
倖
救
大
師
等
あ
り
‘
後
に
日
蓮
聖
人
、
日
像
上
人
等
が
あ
る
o

近
く
問
中
智
阜
、
川
ム
日
清
丸
先
生
等
の
如
き
も
共
の
流
れ
を

汲
め
る
人
で
あ
ら
う
。

日
本
は
岡
休
と
宗
敬
と
武
力
と
に
於
て
大
と
僻
す
る
と
と
を
得
る
も
‘
領
土
は
狭
小
で
あ
る
。
七
十
年
前
政
治
に
於
て
は
明
治
維
新
の



大
業
を
断
行
し
、
明
治
廿
七
八
年
の
日
清
戦
争
、
品
川
七
八
年
の
日
露
戦
争
、
大
正
時
代
の
世
界
鞍
争
、
昭
和
六
、
七
年
の
満
州
事
同
盟
、
特

に
今
度
の
支
那
事
費
に
大
た
る
犠
牲
を
鋤
へ
る
も
国
語
愈
三
宮
展
し
、
新
東
亜
興
隆
の
聖
業
も
近
き
に
あ
る
と
と
は
殆

E
疑
を
容
れ
ぢ
る

所
怠
る
も
．
園
際
外
交
の
智
識
‘
経
済
の
力
、
科
拳
文
化
の
カ
‘
竪
au
持
久
の
思
想
等
に
於
て
は
向
未
だ
英
米
等
に
及
ば
ざ
る
所
が
あ
る

と
い
は
れ
て
ゐ
る
。

今
や
東
に
日
支
事
国
型
あ
り
て
皇
軍
の
向
ふ
所
百
職
百
勝
、
蒋
の
躍
軍
絡
に
壊
滅
せ
ん
と
し
‘
王
兆
銘
を
中
心
と
す
る
支
那
自
体
の
平
和

運
動
接
頭
し
て
支
那
新
政
府
の
樹
立
も
本
年
を
出
で
ん
と
し
、
東
洋
の
平
和
克
復
期
し
て
待
つ
ぺ
し
と
雄
も
‘
昔
は
支
那
日
本
と
封
立
し

て
東
洋
の
三
大
闘
で
あ
り
‘
伸
敬
法
華
経
の
淵
源
地
た
る
印
度
は
向
依
然
と
し
て
異
敬
徒
英
国
の
殖
民
地
で
あ
る
。
印
度
は
文
化
的
に
宗

敬
的
に
日
本
及
支
那
浦
酬
と
密
接
の
闘
係
あ
る
園
、
早
蝿
英
園
の
魔
手
よ
り
脆
せ
し
め
て
正
義
日
本
の
勢
力
範
園
と
す
べ
き
と
と
恰
も
浦

州
及
支
那
の
如
く
た
さ
ね
ば
左
ら
ぬ
。
然
か
ら
ざ
れ
ば
東
亜
新
興
は
完
全
に
成
立
し
た
い
と
と
は
勿
論
、
従
っ
て
世
界
の
永
遠
の
平
和
は

期
せ
ら
れ
左
い
の
で
あ
る
。

若
し
将
来
日
本
の
力
に
依
っ
て
日
本
と
浦
酬
と
支
那
と
印
度
と
心
か
ら
の
同
心
協
力
が
成
功
し
、
更
に
調
ソ
伊
共
他
の
協
力
が
出
来
た

な
ら
ば
英
米
備
も
恐
る
与
に
足
ら
ざ
る
の
み
・
な
ら
や
、
所
謂
聖
歌
的
世
界
統
一
の
大
業
は
成
就
し
、
大
日
本
天
皇
は
少
な
く
と
も
精
神
的

に
世
界
に
君
臨
せ
ら
る
』
も
の
と
堅
く
信
ゃ
る
の
で
あ
る
。

如
此
東
亜
の
統
一
、
世
界
の
統
一
は
勿
論
百
年
、
五
十
年
計
重
で
あ
っ
て
．
現
在
の
日
本
と
し
て
は
政
府
も
岡
氏
も
、
政
治
者
も
敬
育

者
も
宗
敬
家
も
共
他
各
階
級
の
人
々
、
男
女
老
若
と
も
、
大
な
る
覚
悟
と
、
大
た
る
研
究
と
、
大
た
る
修
養
と
、
大
な
る
試
練
と
‘
大
・
な

る
努
力
と
、
市
し
て
各
方
面
に
於
け
る
大
た
る
改
革
を
要
す
る
と
と
は
勿
論
で
あ
る
。

私
の
人
間
観
に
於
け
る
信
解
と
安
心
立
命
は
粗
ぽ
斯
の
如
く
で
あ
る
。
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問

、

修

行

観

に

於

け

る

安

心

次
に
聖
敢
に
依
り
て
、
五
口
等
人
聞
が
理
恕
す
る
僻
又
は
紳
に
成
る
た
め
に
要
す
る
信
心
行
皐
に
於
け
る
領
解
安
心
を
述
べ
ゃ
う
。

成
俳
の
需
の
修
行
白
方
法
と
し
て
は
‘
本
経
は
分
別
功
徳
品
の
後
年
四
信
五
品
段
、
特
に
五
品
の
敬
相
に
設
か
る
L
所
が
一
番
整
備
し

組
制
に
て
は
諸
法
賓
相
紗
の
末
段
に
、

一
閤
浮
提
第
一
の
本
隼
を
信
じ
さ
せ
た
ま
へ
、
相
棒
へ
相
構
へ
て
信
心
強
く
候
て
三
悌
の
守
護
を
被
ら
せ
た
ま
ふ
ペ
し
。
行
撃
の
二
道

を
蹴
み
候
ふ
ペ
し
、
行
拳
絶
え
な
ば
働
法
は
あ
る
べ
か
ら
歩
、
我
も
設
し
人
を
も
敬
化
候
へ
、
行
皐
は
信
心
よ
り
起
る
ペ
く
候
。
若
し

カ
あ
ら
ば
一
文
一
句
左
り
と
も
語
ら
せ
た
ま
ふ
ペ
し
。

と
る
る
の
が
占
ん
も
能
く
繋
備
し
て
ゐ
る
や
ろ
で
あ
る
。

本
経
に
於
け
る
修
行
法
は
五
種
修
行
と
十
種
供
養
と
三
皐
六
度
と
を
出
で
な
い
。
そ
し
て
此
の
法
華
経
の
行
法
を
質
行
さ
れ
た
最
高
の

聖
者
が
宗
阻
大
聖
人
で
あ
る
か
ら
、
法
華
経
の
行
者
日
蓮
と
も
い
ふ
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
質
相
紗
の
外
、
組
判
至
る
所
に
述
べ
ら
れ
て
あ

る
行
法
は
本
艇
に
準
接
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
本
経
組
判
に
依
っ
て
本
宗
の
修
行
を
考
へ
て
成
怖
の
安
心
を
決
着
す
れ
ば
大
時
次
の
如

〈
で
あ
る
。

さ
て
本
経
組
判
に
敬
へ
ら
れ
た
る
修
行
法
は
数
多
た
り
と
雑
も
受
持
信
心
を
以
て
根
本
と
し
肝
要
と
定
め
て
あ
る
。
受
持
と
は
「
信
力

の
故
に
受
け
、
念
力
の
故
に
持
つ
」
で
受
持
即
ち
信
念
又
は
信
心
叉
は
信
仰
又
は
信
で
あ
る
。

既
に
信
と
い
ふ
、
信
守
る
者
と
信
ぜ
ら
る
L
者
即
ち
信
心
の
釘
象
の
ご
う
が
必
・
千
封
立
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
信
十
る
者
は
吾
人
で
．
信
ぜ

ら
る
L
も
の
は
僻
賓
法
賓
償
費
、
紳
、
聖
賢
哲
人
等
無
教
に
あ
り
、
従
っ
て
吾
等
の
信
や
る
心
も
極
K

様
k

で
tc
る
が
、
即
身
成
怖
を
最



高
目
的
と
す
る
根
本
信
心
は
‘
序
口
問
よ
り
動
議
品
に
至
り
、
建
長
五
年
の
朝
た
よ
り
弘
安
五
年
の
タ
に
至
る
ま
で
妙
法
蓮
華
経
に
南
無
す

る
信
心
、
即
ち
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
信
心
と
確
定
し
て
ゐ
る
。
信
心
そ
れ
自
身
が
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
一
定
せ
ば
、
共
の
封
象
も
亦
自
ら

南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ
ら
ね
ば
た
ら
ぬ
道
理
で
あ
る
。
と
の
道
理
の
通
り
、
如
来
書
号
一
品
中
心
の
法
華
経
一
部
八
巻
廿
八
品
中
一
番
尊
い

も
の
は
組
の
題
目
で
あ
る
、
妙
法
蓮
華
経
の
題
目
、
五
字
の
一
大
秘
法
が
法
華
経
の
本
隼
で
同
時
に
一
代
俳
敬
の
最
高
唯
一
の
本
隼
で
あ

る
の
で
あ
る
。

組
判
に
之
を
見
る
に
矢
張
り
本
経
の
如
く
で
、
輝
隼
‘
法
華
経
、
上
行
並
口
薩
、
天
照
大
紳
、
八
幡
大
菩
薩
、
大
日
天

子
等
宗
組
自
身
が
隼
敬
さ
れ
信
仰
さ
れ
た
働
法
伶
又
は
紳
は
少
な
く
も
仏
い
が
南
無
妙
法
蓮
華
経
以
上
の
御
本
隼
は
見
常
ら
な
い
。
更
に
宗

組
自
作
叉
は
感
得
の
本
傘
形
式
と
偉
へ
ら
れ
る
も
の
に
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
式
と
南
無
妙
法
蓮
華
経
十
界
勧
誘
式
と
、
四
伴
傘
式
と
一
一
等
間

士
式
と
が
あ
る
が
‘
十
界
は
妙
法
の
光
明
に
照
ら
れ
て
本
掌
果
海
に
入
れ
る
も
の
に
し
て
本
来
よ
り
の
本
隼
に
非
争
、
つ
ま
り
傍
隼
で
あ
る

し
、
上
行
等
の
四
士
は
勿
論
本
併
樺
隼
の
脇
士
で
あ
っ
て
本
隼
の
主
体
で
は
な
い
。
故
に
此
の
同
種
の
本
隼
様
式
も
つ
ま
り
は
妙
法
本
等

と
本
伸
本
隼
の
二
種
K
M汁
た
ら
な
い
。
然
る
に
此
の
二
種
の
本
隼
様
式
中
何
れ
が
御
正
意
で
あ
る
か
と
い
ふ
と
・
妙
法
本
曾
が
正
意
で
あ

ら
う
と
思
ふ
。
何
と
た
れ
ば
確
宜
な
る
宗
組
直
作
の
御
本
掌
中
最
大
多
数
の
大
長
陀
羅
は
悉
皆
南
無
妙
法
蓮
華
経
が
中
心
糟
尋
と
な
り
、

一
一
服
も
南
無
樺
迦
牟
尼
悌
が
中
隼
に
な
っ
て
ゐ
る
の
は
無
い
か
ら
で
あ
る
。

南
無
妙
法
蓮
華
経
の
本
隼
に
封
し
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
信
心
を
露
す
。
境
智
冥
ム
口
、
能
所
一
休
、
画
益
相
慮
、
と
れ
吾
等
の
宗
門
の

根
本
の
信
心
本
寧
で
あ
る
、

さ
て
信
A
Y
る
本
鎗
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
若
し
名
に
約
せ
ぽ
法
華
の
題
目
、
本
伸
の
御
名
、
十
界
品
専
の

総
桝
で
あ
る
。
若
し
韓
に
約
せ
ば
、

一
部
の
心
、

一
切
粧
の
綿
要
本
怖
の
智
慧
叉
は
本
悌
そ
れ
自
醐
巧
本
化
の
魂
嶋
、
天
地
の
紳
明
三
世

諸
仰
の
御
心
．
天
地
の
真
理
‘
文
化
の
根
本
原
素
で
あ
る
。
若
し
宗
に
約
せ
ば
本
果
妙
の
本
隼
で
あ
る
。
若
し
用
に
約
せ
ば
逆
縁
下
種
の
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本
仲
峰
、
順
縁
熟
股
の
本
隼
で
あ
る
c
若
し
敬
に
約
せ
ば
高
世
不
易
の
本
傘
、

一
切
法
界
普
遍
安
営
の
本
傘
で
あ
る
。
芳
し
叉
伸
叉
は
人
に

約
せ
ば
木
伸
心
又
は
本
伸
自
体
で
る
り
。
若
し
法
に
約
せ
ぽ
根
本
法
、

一
切
経
の
心
髄
、

一
部
八
巻
の
師
趣
で
あ
る
。
若
し
借
に
約
せ
ば

本
化
日
蓮
聖
人
其
他
聖
哲
の
精
神
で
あ
る
。
尚
是
観
之
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
木
曾
は
一
往
は
法
本
隼
の
や
ろ
だ
が
阿
佐
は
瓦
玄
具
足
の
本

簿
、
人
法
一
体
の
本
隼
、
三
賢
一
体
の
本
隼
で
あ
る
。
而
し
て
再
々
往
は
五
玄
で
は
韓
玄
義
、
人
法
で
は
人
、
三
買
に
て
は
伸
賓
を
在
意

と
す
ぺ
き
か
、
何
と
た
れ
ば
熱
烈
な
る
信
心
の
封
象
た
る
本
傘
は
大
慈
悲
大
智
慧
大
神
力
主
師
親
三
倍
の
人
格
的
本
仰
が
尤
も
力
強
く
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
の
宗
義
に
於
て
三
大
秘
法
は
本
化
別
一
聞
の
宗
要
と
稽
せ
ら
る
L
が
、
第
一
の
本
門
本
傘
は
報
恩
紗
三
大
秘
法
紗
と
も
需
品
事
一
品

の
教
主
樫
算
に
な
っ
て
ゐ
る
の
は
此
の
重
で
は
あ
る
ま
い
か
。

更
に
一
義
あ
り
、
伸
・
法
一
休
中
、
間
目
紗
、
三
大
秘
法
紗
、
法
華
取
要
紗
、
問
主
口
薩
浩
立
砂
、
位
一
ザ
は
怖
を
表
と
し
て
法
を
合
ま
せ
．

木
伸
尋
問
答
紗
、
日
女
御
書
、
大
量
茶
雑
等
は
法
を
表
と
し
て
悌
を
含
ま
せ
ら
れ
た
も
の
か
。

更
に
一
義
あ
り
、
帥
滅
後
二
千
二
百
二

十
飴
年
叉
は
三
十
齢
年
一
闇
市
提
の
内
未
曾
有
の
大
受
茶
羅
の
表
面
を
拝
す
る
に
中
心
隼
又
は
最
高
統
括
仲
牲
と
し
て
中
央
に
南
無
妙
法
蓮

華
経
と
大
書
し
て
あ
る
、
そ
し
て
此
絶
封
本
隼
体
内
の
諸
隼
と
し
て
十
界
の
聖
者
が
羅
列
し
て
あ
る
中
、
常
に
共
の
最
上
席
に
位
す
る
も

の
は
南
無
稽
迦
牟
尼
伸
と
定
ま
っ
て
ゐ
る
‘
最
上
首
は
共
の
界
を
代
表
す
る
も
の
、
よ
っ
て
中
央
隼
の
題
目
か
櫓
の
本
円
本
写
、
絶
封
的

本
隼
た
る
に
封
し
て
、
本
品
抑
樺
隼
は
別
の
本
門
木
等
、
相
封
的
本
寧
と
分
別
す
る
義
で
あ
る
。

更
に
大
憂
茶
羅
式
と
一
掌
四
士
去
の
交
渉
如
何
と
い
ふ
氏
、
二
種
一
体
の
義
に
約
せ
ば
‘

一
一
等
即
題
円
で
あ
る
と
同
時
に
樫
迦
多
賓
等

の
伸
界
を
合
み
、
四
士
を
以
て
九
回
作
隼
を
揺
す
る
、
二
種
は
相
具
体
同
と
拝
せ
ら
る
。
若
し
二
種
異
休
と
せ
ば
．

一
律
問
士
は
第
二
義
的

で
．
此
の
式
に
は
線
写
の
意
義
が
顕
は
れ
や
、
伸
界
と
九
界
と
別
傘
の
み
の
本
等
式
と
見
る
よ
り
外
は
な
い
。



向
私
見
に
よ
れ
ば
営
家
の
本
第
は
大
量
茶
羅
で
十
分
で
あ
る
の
に
、
何
故
に
別
に
一
一
第
四
士
の
形
像
式
を
立
て
ら
れ
た
る
か
と
い
ふ
と

文
字
塁
陀
羅
で
は
園
語
を
異
に
す
る
外
人
や
小
児
た
ぞ
に
は
認
識
さ
れ
が
た
く
信
じ
ら
れ
難
い
、
よ
っ
て
誰
人
が
見
て
も
す
ぐ
信
敬
せ
ら

れ
得
る
形
像
式
を
立
て
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
例
せ
ば
新
聞
雑
誌
書
籍
等
の
説
明
に
は
文
字
で
可
な
る
も
誼
貨
に
檎
室
闘
を
挟
む
こ

と
が
請
者
を
喜
ば
せ
る
や
う
な
も
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
法
華
経
の
本
傘
、
日
蓮
聖
人
の
本
骨
争
、
吾
宗
の
本
掌
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
第
一
義
の
本
尊
と
す
る
と
と
は
動
か
ぬ
所
と
信

ヒ
、
之
に
封
し
て
金
剛
の
信
仰
献
身
的
の
信
心
を
捧
ぐ
る
と
と
が
肝
要
で
あ
る
o
さ
て
第
二
義
の
本
隼
と
し
て
は
勿
論
教
主
樺
掌
又
は
法

華
経
一
部
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
で
更
に
第
三
の
本
隼
と
し
て
は
能
弘
の
大
導
師
宗
組
日
蓮
大
聖
人
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
や
。
更
に
営
分
，

l

の
本
曾
と
し
て
は
、
天
体
に
て
は
大
日
天
子
、
地
上
に
て
は

0
0、
日
本
園
紳
と
し
て
は
天
照
大
紳
、
本
宗
の
聖
廟
で
は
岨
廟
、
本
宗
の

寺
院
で
は
身
延
山
、
府
職
市
町
村
に
て
は
知
事
、
市
長
．
宗
門
で
は
管
長
、
ヰ
寸
で
は
住
職
、

一
家
に
て
は
主
人
が
本
傘
で
あ
る
等
の
義
成

立
し
、
更
に
諸
法
融
通
の
翻
心
に
約
せ
ば
五
大
本
等
、
法
界
本
傘
、

一
樹
衆
生
本
隼
‘
己
心
本
掌
．
自
己
本
第
等
無
量
の
本
曾
義
が
成
立

す
る
が
‘
宗
敬
宗
旨
の
本
等
と
し
て
は
‘
法
に
約
す
れ
ば
南
無
妙
法
蓮
華
経
本
隼
．
人
に
約
す
れ
ば
久
遠
質
成
禅
迦
牟
尼
悌
本
隼
で
あ
っ

て
共
の
様
式
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
十
界
勧
請
式
で
表
現
す
る
の
が
安
営
で
あ
る
と
信
や
る
。
而
し
て
他
は
悉
く
傍
隼
末
隼
と
い
は
ね
ば
な

ら
な
い
。
然
る
に
古
来
の
日
蓮
本
悌
本
隼
義
、
近
時
の

0
0
0
0義
等
は
不
相
停
の
僻
見
で
あ
る
と
と
は
勿
論
で
あ
る
。

さ
て
大
長
茶
雑
本
隼
に
十
界
具
足
庚
式
と
諸
隼
省
略
式
と
一
遍
首
題
要
式
と
が
あ
る
。
と
れ
は
行
皐
朝
師
の
合
通
せ
ら
る
L
如
く
庚
式

は
妙
解
の
本
隼
、
略
式
は
妙
行
の
本
傘
、
要
式
は
妙
詮
の
本
館
と
な
る
で
あ
ら
う
。
詮
り
の
本
隼
と
し
て
は
一
週
首
題
に
自
ら
諸
傘
具
足

せ
ば
、
別
に
煩
は
し
く
之
を
形
式
に
現
す
必
要
が
な
く
、
悟
遣
の
上
根
者
に
と
り
で
は
要
の
一
遍
首
題
に
て
可
な
り
で
あ
ら
う
。
行
の
本

傘
と
し
て
は
、
共
の
模
範
者
と
し
て
の
四
聖
及
闘
神
等
を
要
し
て
提
婆
龍
王
等
の
諸
隼
は
必
十
し
も
用
と
し
な
い
で
あ
ら
ろ
と
れ
は
中
根
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の
行
者
に
親
し
い
で
あ
ら
う
。
妙
解
の
木
等
と
し
て
中
等
の
内
容
を
解
説
し
‘
中
央
締
隼
と
傍
列
別
得
と
を
分
明
に
し
、
別
待
十
回
作
を
委

細
に
表
現
す
る
の
必
要
あ
り
、
と
れ
は
下
根
の
信
者
に
親
し
い
で
あ
ら
う
、
末
代
の
最
大
多
数
は
下
機
下
根
で
あ
る
。
宗
祖
及
先
師
の
本

舎
が
多
分
庚
式
を
周
ひ
て
ゐ
ら
れ
る
意
趣
荒
し
是
で
あ
ら
う
。

向
妙
解
十
界
の
本
骨
与
に
封
す
る
観
念
に
つ
い
て
は
種
々
の
観
点
あ
ら
ん
も
、
要
す
る
に
仰
で
中
央
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
擬
脱
し
て
は

市
侃
…
は
五
日
等
の
熱
烈
な
る
至
誠
金
剛
の
信
心
、
妙
法
は
天
地
の
精
宗
法
界
の
紳
露
た
る
本
併
の
全
体
、
蓮
は
本
仰
の
川
市
裕
、
華
は
本
仰
の

悶
行
、
経
は
不
動
の
結
語
。
要
す
る
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
即
ち
三
世
常
住
法
界
周
遍
の
一
大
本
併
に
一
心
師
命
せ
ば
之
と
一
体
不
ご
と
な

り
て
即
身
成
仰
す
る
と
と
を
得
と
確
信
す
る
。
弐
に
南
無
稽
迦
牟
尼
伸
、
市
加
盟
…
天
照
大
榊
、
日
蓮
の
文
字
等
を
拝
し
て
は
、
即
ち
生
け
る

悌
．
一
脚
、
大
拍
車
人
・
な
り
と
確
信
し
．
共
の
冥
加
を
祈
る
と
と
も
に
、
共
の
一
大
量
格
に
一
如
し
て
、
日
に
夜
に
と
の
生
活
を
な
し
・
叉
聖

の
如
く
一
耽
舎
岡
家
世
界
人
類
の
岱
に
霊
力
せ
ぎ
る
べ
か
ら
や
と
念
じ
、
そ
れ
に
は
正
し
き
信
心
を
増
進
し
て
吏
に
行
事
の
二
遣
を
励
む
ペ

し
と
思
想
を
迩
す
の
で
あ
る
。

山
川
本
付
帯
義
に
は
排
・
ヂ
ペ
き
多
く
の
問
題
義
門
が
残
っ
て
ゐ
る
が
之
を
略
し
、
最
後
に
勤
諸
に
閲
す
る
要
件
を
一
言
す
る
に
止
め
ゃ
う
。

本
傘
は
一
紳
聖
に
し
て
犯
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
、
共
の
勤
諸
法
は
尤
も
正
格
、
巌
粛
、
清
浮
無
垢
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
o
然
る
に
寺
院

の
本
傘
を
見
る
に
、
多
く
は
中
央
の
題
目
の
形
小
に
失
し
諸
傘
の
勧
請
宜
し
き
を
得
て
ゐ
・
添
い
。
十
杭
円
余
の
俳
壇
に
至
り
で
は
見
る
に
忍
び

ざ
る
非
法
の
も
の
が
多
数
で
あ
る
c
五
日
等
は
本
等
伸
捜
の
改
革
を
叫
ば
ね
ば
左
ら
ぬ
。

次
に
正
し
く
信
行
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
本
宗
の
信
心
と
は
南
無
妙
法
蓮
華
粧
の
本
傘
を
信
じ
て
、

E
H
等
の
心
身
が
妙
法
蓮
華
経
に
一
致

合
体
せ
ん
と
欲
求
す
る
心
理
欣
態
を
い
ふ
。
既
に
言
へ
る
如
く
南
無
と
は
信
心
な
り
、
妙
法
と
は
木
怖
そ
れ
自
身
の
全
体
・
な
り
、
蓮
は
本

併
の
川
市
徳
な
り
、
車
は
俳
の
因
行
な
り
、
経
は
常
住
不
動
を
意
味
す
る
。
故
に
五
日
等
が
一
心
強
盛
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
題
目
を
心
念
日



唱
し
て
本
傘
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
封
し
、
之
と
一
致
合
体
せ
ば
越
に
即
島
芳
成
仰
す
る
の
で
あ
る
、
信
心
成
伸
受
持
成
悌
と
は
是
で
あ
る
。

受
持
信
心
は
成
仰
の
正
因
に
し
て
成
伸
は
其
の
結
果
で
あ
る
。

本
経
に
行
法
冒
と
し
て
五
種
の
修
行
（
受
持
・
讃
・
諦
・
解
説
・
書
寝
）
と
十
種
供
養
〈
華
・
杏
・
抹
香
・
塗
香
・
焼
香
・
理
路
・
幡
益
・

伎
繋
・
衣
服
・
合
掌
）
と
三
曲
学
（
戒
・
定
・
慧
）
六
度
（
布
施
・
持
戒
・
忍
辱
・
精
進
・
一
心
・
智
慧
）
等
が
設
か
れ
で
あ
る
と
と
は
既

に
一
言
し
た
。
受
持
の
一
行
は
直
接
妙
法
蓮
華
経
の
木
崎
却
を
信
念
す
る
行
に
し
て
成
併
の
正
固
な
る
が
故
に
上
根
下
根
を
捧
ば
歩
、
初
心

後
心
供
に
修
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
、
讃
諦
乃
烹
三
風
一
大
度
等
は
正
因
の
信
心
を
培
養
し
助
長
す
る
た
め
の
傍
縁
に
外
な
ら
ぢ
れ
ば
共
の

用
不
用
は
時
機
の
宜
し
き
に
従
は
ざ
る
べ
か
ら
や
J
O

叉
初
心
下
根
は
一
部
議
諦
向
堪
へ
ざ
る
所
、
況
や
三
皐
六
度
等
に
於
て
を
や
。
今
本

経
分
別
功
徳
品
に
依
っ
て
本
門
の
行
者
の
階
級
蛇
に
行
法
等
を
固
示
せ
ば
弐
の
如
く
で
あ
る
。

予

の

安
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成
悌
の
矯
の
法
華
経
主
義
の
修
行
の
中
、
受
持
の
一
行
は
成
伸
の
正
因
と
し
て
占
ん
も
大
事
な
れ
ば
更
に
少
し
く
詳
述
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

先
づ
三
業
受
持
と
い
ふ
乙
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

，吉正
Jι 

持
ーー＿＿..ーー『
身口怠

業
ー
ー
唱

題

（顕〉

業
ー
ー
信

•lJ、

（起〉

業

1
l合
掌
瞳
奔
、
乃
至
、
如
読
修
行
不
惜
身
命

（
ム
菅
地
）

要
す
る
に
本
宗
の
受
持
は
信
心
に
起
り
唱
題
に
顕
れ
賓
行
に
覚
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
受
持
を
三
業
分
別
す
る
場
合
に
は
信
心
と
唱
題
と
を

分
け
る
が
普
通
は
信
心
と
い
へ
ば
唱
題
を
含
み
、
唱
題
と
い
へ
ぽ
信
心
を
含
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
故
に
信
唱
一
致
に
約
せ
ば
信
心
正
因

と
い
ふ
も
唱
題
正
因
と
い
ふ
も
同
じ
ゃ
う
で
あ
る
が
、
本
宗
の
受
持
は
意
業
の
信
心
正
意
か
口
業
の
唱
題
正
意
か
と
い
ふ
と
古
来
信
心
成

悌
義
・
唱
題
成
悌
義
と
二
詑
あ
る
が
、
予
輩
の
領
解
安
心
で
は
唱
題
よ
り
も
信
心
を
正
意
と
し
て
ゐ
る
・
何
と
・
な
れ
ば
唱
題
無
き
も
ハ
岨

者
、
犬
病
人
、
口
に
病
る
る
も
の
、
職
務
搬
忙
の
折
P
、
或
る
事
業
事
務
の
箆
め
障
P
あ
る
と
き
〉
信
心
さ
え
正
し
け
れ
ば
成
悌
可
能
な
る
も
、
い

か
に
一
生
百
官
同
の
唱
題
を
行
ふ
も
正
信
・
な
き
も
の
は
遂
に
成
伸
不
能
な
る
が
故
で
あ
る
。
然
る
に
本
経
に
は
口
業
に
約
し
て
受
持
を
勧
め

た
ま
へ
る
所
は
殆

E
無
き
も
、
組
判
に
は
五
品
紗
、
報
恩
紗
等
唱
題
に
約
し
て
信
心
を
勧
め
た
ま
へ
る
所
多
き
が
故
に
、
本
宗
の
成
悌
は

信
心
よ
り
も
唱
題
を
正
意
と
な
す
べ
し
と
断
歩
る
副
学
者
あ
る
も
、
私
見
は
五
品
紗
も
報
思
紗
も
既
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
唱
ふ
べ
し
と
あ

0
．
南
無
と
は
献
身
的
信
心
の
こ
と
・
な
り
‘
信
心
の
上
の
唱
題
乞
勧
め
ら
れ
た
も
の
と
奔
す
る
。
瀬
本
法
華
宗
の
受
師
は
信
心
E
行
唱
題

明
行
と
立
て
L
信
を
非
常
に
重
く
置
て
ゐ
ら
れ
る
。
此
設
は
更
に
考
ふ
ペ
し
で
あ
ら
う
。
私
見
は
唱
題
の
行
は
内
容
の
信
心
乞
口
業
を
以

て
表
現
し
て
信
心
を
忘
れ
歩
、
菅
に
忘
れ
ざ
る
た
め
な
る
の
み
左
ら
歩
、
之
を
修
養
し
撃
勤
し
て
更
に
不
惜
身
命
如
詑
修
行
の
本
俗
的
責

行
に
進
む
激
励
の
聾
で
あ
り
、
叉
沈
賦
の
信
心
は
一
躍
自
行
に
止
ま
る
、
之
を
化
他
に
及
ぼ
す
べ
く
主
体
的
に
聾
も
客
ま
や
唱
ふ
る
の
意
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味
が
あ
ら
う
‘
若
し
大
鼓
木
柾
を
合
打
す
る
は
更
に
唱
題
を
激
効
す
る
た
め
で
あ
る
。
更
に
一
義
あ
り
、
末
代
の
．
胡
夫
恐
婦
、
幼
稚
の
子

女
、
野
箇
未
聞
の
徒
輩
を
し
て
正
信
に
入
ら
し
む
る
こ
と
は
困
難
な
り
．
よ
っ
て
比
較
的
易
修
易
行
の
口
唱
に
約
し
て
成
怖
を
勧
め
ら
れ

た
意
味
も
あ
ら
う
、
所
前
心
理
事
上
の
形
式
よ
り
反
臆
す
る
内
容
の
蛸
充
な
る
も
の
で
あ
ら
う
、
方
便
よ
り
異
質
へ
の
下
機
誘
引
の
方
法

で
あ
ら
う
。
但
し
正
信
た
き
唱
閣
は
成
仰
の

E
因
に
な
ら
ざ
れ
ば
、
能
化
者
は
こ
の
道
理
と
法
門
を
芥
込
ん
で
精
々
昆
の
唱
題
の
信
者
を

主
成
す
る
に
努
力
せ
ん
こ
と
を
援
す
る
。
所
訪
信
男
信
女
と
稀
す
る
も
の
L
大
部
分
は
正
信
無
き
哨
題
で
あ
ら
う
。
私
の
現
在
居
住
し
て

ゐ
る
烏
取
嬬
あ
た
り
で
は
民
の
日
蓮
法
華
宗
の
借
俗
は
暁
天
の
星
の
如
く
で
あ
る
と
と
を
遺
憾
と
し
て
ゐ
る
。

次
に
は
受
持
に
単
一
一
党
持
と
共
足
受
持
と
あ
る
と
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
れ
は
陀
羅
尼
品
か
ら
出
た
義
で
、
間
早
に
題
目
だ
け
持
ち

得
る
初
心
の
受
持
と
‘
題
目
受
持
の
上
に
一
部
乃
至
諸
行
を
粂
行
し
得
る
後
心
の
受
持
と
で
、
後
者
が
勝
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

草
信
無
解
又
は
但
信
無
解
と
有
信
有
解
と
の
優
劣
ま
た
準
知
す
ぺ
き
で
あ
る
。

之
を
要
す
る
に
本
経
に
は
通
じ
て
五
種
十
種
三
島
十
六
度
の
諸
行
を
設
か
る
L
も
、
別
し
て
は
受
持
の
一
行
を
以
て
成
怖
を
決
定
せ
ら
れ

組
説
亦
一
な
ら
ざ
る
も
特
に
信
心
成
帥
唱
題
成
併
を
主
張
せ
ら
れ
た
る
は
、
行
に
約
す
れ
ば
諸
善
高
行
中
信
心
唱
題
点
も
肝
要
で
あ
り
、

機
に
約
す
れ
ば
末
代
の
下
根
は
諸
行
に
堪
へ
や
、

一
行
に
よ
っ
て
精
紳
を
統
一
す
る
が
得
策
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
但
し
比
較
的
後
心
叉

は
後
心
た
ら
ん
と
す
る
者
は
進
ん
で
説
諦
解
説
等
を
修
し
・
更
に
宗
敬
家
と
し
て
散
化
の
大
任
に
衝
ら
ん
と
す
る
も
の
は
更
に
進
ん
で
三

皐
六
度
を
も
分
に
修
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

故
清
水
梁
山
氏
の
讃
諦
説
法
論
の
如
き
は
初
口
聞
を
知
っ
て
後
品
を
知
ら
や
、
受
持
一
行
に
囚
は
れ
て
諸
行
に
進
む
と
と
を
忘
れ
た
る
愚

論
に
過
ぎ
守
、
田
中
智
謬
氏
の
三
曲
学
無
用
論
の
如
き
は
初
二
三
品
に
滞
り
て
後
二
品
を
否
定
せ
る
浅
見
で
あ
る
。

向
賀
相
紗
の
信
心
と
行
皐
二
道
と
説
法
と
を
排
守
る
と
。
信
心
と
は
一
関
浮
提
第
一
の
御
本
隼
を
信
じ
て
題
目
を
唱
ふ
る
を
行
を
信
心



と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
信
心
も
行
撃
の
行
の
内
に
躍
す
る
と
い
ふ
よ
り
も
行
の
棋
本
で
る
る
が
、
信
は
一
番
肝
心
の
行
主
る
が
故
に
特

に
別
出
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
c
正
し
く
行
と
は
譲
諦
解
説
三
皐
六
度
等
の
諸
行
で
あ
ら
う
。
墜
と
は
曲
学
問
研
究
で
あ
れ
ば
、
脅
に
行
道
の

研
究
の
み
な
ら
歩
、
贋
く
働
法
世
法
、
敬
相
親
心
の
皐
で
あ
ら
う
が
。
之
を
大
別
す
れ
ば
宗
飛
飴
乗
と
た
り
、
宗
乗
を
以
て
五
意
と
す
る

と
と
は
勿
論
で
あ
る
。
但
し
祖
師
御
在
世
に
於
て
は
法
華
経
の
研
究
が
宗
乗
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
祖
師
滅
後
に
於
て
は
本
粧
の
外
に
租

書
簡
申
も
宗
乗
と
た
っ
た
の
で
あ
る
。

「
力
あ
ら
ば
一
文
一
句
た
り
と
も
語
ら
せ
た
ま
ふ
べ
し
」

と
は
、
特
に
化
他
惇
遣
の
念
務
を
曲
学
匠
最
蓮
一
反
へ
封
し
て
勤
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。

以
上
、
行
に
闘
す
る
談
道
は
三
大
秘
法
中
に
て
は
本
門
題
目
の
下
の
法
円
で
あ
る
。
三
秘
は
古
来
宗
敬
の
五
綱
に
封
し
て
宗
旨
の
三
郎

と
い
ふ
も
、
質
は
樫
隼
の
宗
旨
‘

一
切
粧
の
宗
旨
、
法
華
経
の
宗
旨
、
日
蓮
聖
人
の
宗
旨
‘
法
華
宗
の
宗
旨
、
吾
等
の
宗
旨
は
要
す
る
に

唯
一
一
束
の
法
の
み
あ
り
で
ご
も
友
く
三
も
危
い
筈
で
あ
る
、
そ
れ
は
一
大
秘
法
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
。
そ
し
て
三
大
秘
法
は
一
大

秘
法
よ
り
聞
か
れ
た
る
行
門
に
於
け
る
要
法
で
あ
ら
う
、
故
に
本
門
本
館
本
門
題
目
と
い
ふ
も
、
た
ど
共
の
法
体
を
説
明
さ
れ
た
だ
け
で

は
た
い
、
日
本
乃
至
全
世
界
の
人
類
一
向
に
之
を
本
等
と
す
べ
し
‘
日
本
乃
五
漢
土
月
氏
一
関
浮
提
に
人
ご
と
に
有
智
無
知
日
を
き
ら
は
十

一
同
氏
他
事
を
す
て
L
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
ふ
ペ
し
、
と
共
の
本
傘
信
心
の
賓
践
白
羽
行
を
勤
め
で
あ
る
。
本
門
題
目
の
下
に
は
只
信
心

唱
題
即
ち
受
持
の
一
行
の
み
勤
め
た
ま
へ
る
は
本
門
題
目
の
信
唱
が
貰
に
即
身
成
怖
の
原
因
で
る
る
か
ら
で
あ
る
。
決
し
て
讃
諦
解
説
等

の
諸
行
を
否
定
さ
れ
た
の
で
は
た
い
。
そ
れ
故
に
「
他
事
を
捨
て
L
」
の
他
事
と
は
躍
し
三
義
が
あ
ら
う
、

一
に
は
宗
に
約
し
て
他
宗
の

信
行
を
捨
て
よ
と
で
あ
ら
う
、
こ
に
は
行
に
約
し
て
専
修
正
行
の
談
活
で
あ
ら
う
‘
一
こ
に
は
機
に
約
し
て
下
機
下
根
翠
信
組
…
解
一
向
信
心

の
草
で
あ
ら
う
。
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次
に
本
門
戒
壇
は
報
恩
紗
等
の
諸
御
主
同
に
は
口
ハ
名
目
を
架
げ
て
内
容
を
秘
し
た
ま
ふ
、
た
だ
御
入
減
の
前
年
弘
安
川
年
四
月
八
日
太
町

A
R
吾
殿
に
封
す
る
教
舎
の
み
に
務
一
一
日
的
に
其
要
領
を
明
し
て
委
細
は
秘
し
て
ゐ
ら
れ
る
。

戒
壊
と
は
王
法
伸
法
に
其
し
、
伸
法
王
法
に

A
H
L
1
王
臣
一
向
に
本
門
の
三
大
脳
特
の
法
を
持
ち
て
、
有
徳
王
由
党
徳
比
丘
の
共
放
仔

を
末
法
濁
思
の
未
来
に
移
さ
ん
時
、
救
宣
蛙
に
御
敬
脊
を
巾
下
し
て
盛
山
洋
土
に
似
た
ら
ん
最
勝
の
地
を
零
ね
て
戒
壇
を
建
立
す
べ
き

者
欺
、
時
を
待
つ
べ
き
の
み
事
の
戒
法
と
巾
は
日
疋
な
り
。
一
一
一
一
闘
抗
に
一
間
浮
捉
の
入
、
機
悔
減
罪
の
戒
法
の
み
な
ら
や
、
大
党
天
王
帝

ふ
み

開
伴
等
も
来
下
し
て
踏
給
ふ
べ
き
戒
壇
た
り
。

と
で
あ
る
o
m脚
本
宗
の
受
師
鑑
師
、
日
蓮
宗
の
問
控
師
等
は
三
秘
紗
備
作
論
者
で
王
伸
具
合
事
情
況
建
立
を
一
笑
に
附
す
る
の
で
あ
る
が
、

既
に
三
秘
は
宗
祖
の
確
設
で
あ
る
以
上
、
如
何
に
事
未
来
に
属
す
る
法
円
で
あ
っ
て
も
、
名
目
の
み
で
一
向
に
内
容
を
明
さ
れ
ざ
る
持
は

た
い
、
御
門
弟
な
ぞ
に
は
弘
安
阿
年
を
待
た
や
し
て
在
島
中
既
に
語
ら
れ
た
と
想
像
す
る
。
何
と
な
れ
ば
戒
壇
は
既
に
小
乗
椛
大
衆
註
門

の
戒
壇
が
印
度
支
那
日
本
に
建
設
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
れ
以
上
の
使
命
と
椛
成
を
持
す
る
本
門
の
宗
教
に
そ
れ
が
無
用
で
あ
る
舎
は

た
い
。
よ
っ
て
私
は
三
耐
紗
の
あ
る
と
と
を
幸
と
し
之
を
亘
書
と
信
ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
口
そ
し
て
本
等
は
成
伸
の
大
事
の
た
め
の

信
仰
の
釘
象
で
あ
り
、
題
臼
は
信
仰
そ
れ
自
身
で
あ
り
、
戒
壇
は
信
仰
木
曾
の
ん
一
京
佐
の
閤
結
力
と
敬
化
カ
に
ょ
う
て
将
来
に
官
現
す
べ
き

一
大
理
想
境
で
あ
る
と
信
守
る
。

そ
し
て
共
の
建
立
せ
ら
る
べ
き
時
機
は
、
王
法
即
も
闘
王
を
首
脳
と
す
る
闘
民
の
思
想
が
伸
法
の
民
理
に
一
致
す
る
や
う
に
た
り
、
俳

法
の
真
理
が
世
間
の
諸
の
法
と
冥
A
n
す
る
や
う
に
な
り
、
結
局
上
は
閤
王
よ
り
下
は
庶
民
に
至
る
ま
で
三
大
秘
法
の
妙
宗
の
信
者
と
な
ら

れ
た
時
に
、
長
れ
多
く
も
園
王
の
軟
宣
の
下
に
建
立
せ
ら
る
L
闘
教
的
一
大
道
場
で
あ
る
の
で
あ
る
。
王
帥
．
具
合
王
伸
一
一
来
と
い
っ
て
も

直
ち
に
王
法
が
共
催
働
法
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
僻
法
は
能
化
、
王
法
は
所
化
で
あ
る
。



そ
し
て
共
の
場
所
の
最
勝
の
地
と
は
大
日
本
で
あ
る
と
と
は
紳
問
主
御
堂
円
で
察
せ
ら
れ
る
が
、
日
本
の
中
で
は
仰
れ
か
と
い
ふ
と
‘
凸
口
問

士
山
説
‘
宮
士
山
大
石
寺
説
、
富
士
山
北
山
本
門
寺
設
と
身
延
山
読
と
が
あ
る
。
私
も
一
時
間
中
知
H
皐
氏
に
依
り
宮
士
山
誌
を
採
っ
た
と

と
が
あ
る
が
．
後
に
富
士
山
は
休
火
山
で
あ
り
と
聞
き
、
叉
大
正
年
間
登
山
し
て
宮
地
を
見
分
し
‘
山
と
し
て
は
最
肱
な
る
も
、
謀
、
壇
の

場
所
と
し
て
は
不
誼
営
な
る
と
と
を
認
め
た
。
然
ら
ば
何
所
か
と
い
ふ
と
宗
祖
棲
一
紳
の
霊
山
身
延
で
は
な
か
ら
う
か
と
考
へ
る
。

宗
祖
延
山
隠
棲
に
つ
い
て
は
事
者
種
々
の
設
を
話
す
が
、
私
見
に
て
は
近
く
新
宗
敬
の
中
心
締
本
山
創
立
の
た
め
で
あ
り
、
遠
く
は
本

門
戒
昭
一
建
立
の
潟
で
あ
ら
ろ
と
拝
察
す
る
。
弟
子
の
教
育
の
た
め
、
聖
黙
然
の
化
導
の
た
め
等
と
い
ふ
如
き
は
一
義
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら

ろ
。
一
二
度
諌
め
て
容
れ
ら
れ
ざ
れ
ば
山
林
に
逃
る
と
は
一
陣
営
面
の
理
由
に
過
ぎ
な
い
と
と
は
勿
論
で
あ
る
。

王

、

成

備

観

に

於

け

る

安

心

本
宗
の
所
期
、
三
日
脚
の
目
的
は
人
に
約
す
れ
ば
即
身
成
伸
で
、
闘
に
約
す
れ
ば
婆
婆
即
寂
光
で
あ
る
o

所
信
の
本
傘
は
唯
一
な
る
も
、
能
信
の
人
の
因
行
に
利
鈍
上
下
等
あ
る
が
故
に
即
身
成
怖
の
結
果
も
一
な
ら
な
い
、
所
前
五
品
の
階
級

六
即
の
J

弐
位
位
一
寸
が
あ
る
‘
往
て
分
別
功
徳
品
と
法
師
品
と
書
量
品
御
義
と
得
受
功
徳
法
門
紗
等
を
往
て
見
ょ
。
婆
婆
即
寂
光
亦
準
知
す
べ

き
で
あ
る
。
但
し
末
代
の
通
機
と
し
て
は
、
初
随
喜
品
の
成
伸
、
名
字
即
の
成
帥
多
数
を
山
め
．
名
字
即
単
信
無
解
の
成
俳
よ
り
出
琵
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
も
、
決
し
て
そ
れ
で
行
止
り
で
は
な
い
、
視
行
却
乃
辛
一
究
究
即
の
大
泉
を
矧
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
名
字
即
の
成
仰
は
成
仰
の
起

点
に
し
て
妙
完
の
成
併
は
共
の
絡
貼
で
あ
る
。
故
に
三
世
諸
帥
総
拘
文
妙
に
も
「
名
字
即
よ
り
即
身
成
仰
す
」
と
あ
り
て
「
名
字
即
に
限

る
」
と
は
無
い
。
故
K
Z一
日
等
能
化
を
以
て
任
じ
向
上
進
歩
を
期
す
る
も
の
は
、
少
く
と
も
初
一
二
二
品
の
小
成
に
甘
ん
ぜ
や
し
て
後
二
日
間
の

大
成
に
匙
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
o
組
側
大
聖
人
は
五
日
徒
法
来
日
蓮
の
徒
の
最
高
間
範
の
行
芥
で
あ
る
‘
然
る
に
名
字
の
日
蓮
、
珂
即
の
如
き
日
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蓮一
X
K
と
巾
さ
れ
し
は
一
往
末
代
の
通
機
に
代
つ
て
の
謙
都
の
み
、
決
し
て
聖
人
の
民
面
目
で
は
危
い
、
型
人
の
本
領
は
下
山
紗
の
「
糟

隼
よ
り
大
事
の
日
蓮
」
、
撰
時
砂
の
「
閤
浮
第
一
の
聖
人
」
・
顕
僻
未
来
詑
の
「
仰
の
如
き
聖
人
」
、
本
尊
紗
の
「
高
貴
の
大
菩
薩
」
、
諌
暁

八
幡
紗
の
「
日
の
如
き
聖
人
」
、
高
年
救
護
の
本
隼
の
「
上
行
の
化
身
」
等
と
云
へ
る
方
が
宗
祖
の
本
領
で
あ
る
。

悌
設
を
以
て
組
師
を
見
る
に
末
代
に
於
け
る
後
心
の
正
行
六
度
の
行
者
は
宗
祖
以
上
の
人
は
無
い
。
宗
組
は
宮
に
受
持
に
於
て
日
本
一

で
あ
る
と
同
時
に
讃
諦
に
於
て
も
解
読
書
寝
に
於
て
も
第
一
で
あ
っ
た
。
更
に
布
施
慈
悲
に
於
て
、
持
戒
道
徳
に
於
て
、
忍
辱
忍
耐
に
於

て
、
勇
猛
精
進
に
於
て
、

一
心
開
定
に
於
て
、
相
官
慧
皐
聞
に
於
て
も
最
話
第
一
の
行
者
で
あ
っ
た
。
「
法
華
経
の
行
者
日
蓮
」

の
稲
は
決

し
て
名
字
却
の
如
き
低
般
の
信
者
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

更
に
一
一
一
一
一
口
補
足
す
る
。
三
大
秘
法
中
、
即
身
成
仰
は
境
の
一
本
門
本
隼
と
智
の
本
門
題
目
と
が
江
戸
A
口
す
る
所
に
貰
現
し
、
要
婆
即
寂
光
は

更
に
本
門
戒
壇
の
建
立
せ
ら
れ
た
る
と
き
質
現
す
る
で
あ
ら
う
。
但
し
今
は
事
の
戒
壇
で
い
ふ
、
若
し
理
の
戒
壇
若
く
は
一
分
の
事
壇
は

本
傘
に
針
し
て
正
し
〈
題
目
を
唱
ふ
る
所
即
是
道
場
の
意
味
で
現
は
れ
る
。
若
し
夫
れ
戒
法
に
は
組
戒
と
別
戒
あ
り
。
組
戒
は
信
心
に
し

て
、
別
戒
は
開
顕
の
三
景
浮
戒
等
な
り
『
護
法
救
世
妙
蓮
明
鑑
』
等
往
て
見
ょ
。

以
上
組
山
製
院
文
飽
宇
部
員
の
依
頼
に
鷹
じ
．
主
と
し
て
畢
院
生
を
封
象
と
し
て
、
宗
畢
上
よ
り
観
た
る
敬
法
、
宇
宙
、
人
間
‘
行
法
‘

成
仰
の
五
項
に
於
け
る
私
の
現
在
の
領
解
と
安
心
を
略
述
し
て
諸
子
の
参
考
に
供
し
た
。
本
経
組
判
の
依
交
を
引
く
に
容
な
る
は
筆
者
寺

務
に
多
忙
に
し
て
共
の
飴
裕
た
き
が
震
と
原
稿
に
制
限
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
願
く
は
私
の
敢
極
の
拙
著
の
外
、
特
に
大
崎
製
報
第
七
十

八
蹴
所
載
の
三
皐
六
度
進
退
論
、
同
七
十
九
蹴
の
立
五
主
義
信
解
行
詮
賢
略
要
概
説
（
本
化
行
皐
論
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
但
し
本
稿
と

多
少
の
相
違
あ
る
点
は
、
改
め
て
合
通
又
は
何
れ
か
を
訂
正
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
若
夫
れ
宗
門
営
両
の
問
題
た
る
「
皇
道
僻
敬
行
道
合
」
の

教
義
信
僚
に
封
す
る
批
判
は
材
料
集
り
次
第
私
見
を
何
等
か
の
方
法
に
よ
っ
て
殻
表
し
ゃ
う
。

円
昭
和
十
四
年
十
一
月
十
日
鳥
取
芳
ゆ
寺
に
貯

t
草
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